
 

 

 

 

 

 

 

『特別支援教室の教育条件改善を求める緊急請願署名』 

〇賛成 4名 ×反対・棄権 10名 

  都議会文教委員会の陳情審査は不採択に怒り！   

昨年来取り組んできた『特別支援教育の教育条件改善を求める緊急請願書名』が 2

月 10 日に都議会文教委員会（委員長都民ファースト、副委員長公明・自民各１）で

陳情審査が行われ、14 名中賛成 4 名（共産 2、立民２）、反対・棄権 10 名（都民フ

ァースト４、公明３、自民３）で不採択となりました。しかし、質疑の中で『指導期

間については、必要に応じて 2 年を超えてもよい』ことが確認され、議事録にも残さ

れました。これは、紙の署名正式受理数 19850 筆とネット署名 25483 筆、合計４

万５千筆以上の署名を提出した組合活動の成果と言えます。都議会の動きを受けて都

が期間延長の資料を出しました。結果は不採択ですが、大きな成果になりました。 

署名の内容について 

１．特別支援教室担当教員 1 名が担当する児童・生徒の数が 10 名までに 

なるように、教員を配置してください。  

２．特別支援教室で児童・生徒の課題に対応し継続した指導が受けられる  

ように、原則の指導期間を設けないでください。  

支部では、八王子市に対しても、 

・特別支援教室のガイドライン変更について、東京都へ撤回を求めてください。 

・自治体として現在の職員配置を維持するよう都教委へ申し入れをしてください。また、

原則の指導期間を設けないように都教委へ申し入れをしてください。 

と、申し入れを行ってきました。署名の内容は、児童や保護者、教員ならだれでも願うま 

っとうな内容です。都議会での不採択は、暴挙というほかありません。今後も、教育の切 

り捨て絶対に許さない運動を進めていきましょう。 
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  まもなく人事異動内示です   
トラブルがあれば、至急支部にご相談ください。 

他の保険にはない訴訟前も対応！  

教職員賠償責任保険 

締め切り  ３月 11日まで 

・月々525円 で毎日安心！ 

桜保険・東京海上・都教組 

～資料送付済み／詳しくは支部へ～ 

《年度末各種助成金の申し込み》本部締め切り 2月末日 

『加入対話』助成金／『職場歓迎会』助成金／ 

加入促進対策費／２ヶ月連続職場会／ 少数職場校（分会）等 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「業績評価・本人開示」の相談は、都教組（東京都教職員組合）へ 

開開示示申申請請終終了了間間際際  恣恣意意的的評評価価はは許許ささなないい！！      

自自分分のの評評価価知知っっててまますすかか？？  みみんんななでで開開示示申申請請をを！！  

本人業績開示の流れ 
① 開示申請期間 ２月下旬～３月上旬 

申請書を校長に提出 

   ↓ 

② 開示面接期間 ３月中旬～３月末 

校長・副校長同席で面接 

   ↓ 

③ 苦情申し立て期間 ４月上旬～４月下旬 

面接での説明に納得できない時には苦情申し立てができます。 

申請には組合も支援できます。ぜひご相談ください。 

※開示申請の用紙を渡されていない、申請用紙を校長が受け取らない、「口頭で評

価を教えるから、開示は取り下げなさい」「私の評価が信用できないのか」などと校

長から言われたなど、相談はすぐに電話を！ 

Tel ０３－３２３０－３８９１ 

またはホームページから 

      
 

共催：東京都教職員組合八王子支部・子どもと教育を守る八王子市民の会 

後援：八王子市教育委員会 

教職員と、保護者・市民、みんなのための学習会 

特別支援教室と学校の未来 
講師 星山

ほしやま

 麻木
あ さ ぎ

 先生 明星大学教授 元八王子市教育委員等を務める 

「特別支援教室」は、通常学級に在籍する発達障害などの子を支援する仕組みで

す。今年度、この仕組みについて、東京都の新しいガイドラインが示されました。

「学校内のすべての教職員が取り組む」「原則の指導期間は 1 年」などが強調され

ています。みんなが共に学ぶ学校・共に生きる社会を目指して、発達障害につい

て学び、「特別支援教室」の役割と学校をこれからどうしていけばよいのか、ご一

緒に考えましょう。 

日 時 3 月 12 日（土） 14 時～16 時 

場 所 由井市民センターみなみ野分館 第 4・5 会議室 

◎コロナ感染防止のため入場制限をさせていただきます。定員をこえた場合はこちらからご

連絡させていただきます。 

 ◎参加を希望される場合は、先に配布しました参加希望用紙を FAX で送信してください。ご

不明の点は支部にご連絡ください。 

 

 


